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高齢者総合ケアセンターこぶし園の概要 

特別養護老人ホームこぶし園 

（100名定員大規模集約型） 
＋ 

在宅介護の支援サービスを整備 

①ショートステイ ②24時間対応型訪問介護 

③3食365日配食サービス 

④24時間対応型訪問看護 
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拠点の地域分散化 
サポートセンター：施設機能を地域分散したもの 

地域密着型小規模特養の分散 

本体の移転 

※課題：24時間365日対応型の訪問介護・  
      看護の効率が悪い 

自宅や地域で暮らし続けることが可能 





サ高住 

併設のバリアフ
リーアパート 

ケアハウスやマンション 

自宅 

アパートや高齢者住宅 

自宅 

地域社会がひとつの施設・病院 
介護付き住宅ではなく、介護付きの地域社会が可能 

（道路が廊下、自宅が居室） 

小規模多機能サービス 
定期巡回随時訪問介護看護 
在宅療養支援診療所・配食 

小規模な特養ホーム 



サポートセンター三和 
 

ユニバーサルハイツ三和（ 4室） 
      サテライト小規模多機能型居宅介護三和 

登録定員１８名 通い１２名 泊まり６名 





地域内の多様なニーズに対応するシステム 

ケアハウス 

デイサービス 

ホームヘルプ 

配食サービス 

訪問看護 

ケアプランセンター 

高齢者センター 

健康増進・介護予防センター 

地域交流スペース 

災害時避難場所 
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ケアハウス 
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施設分散と地域支援計画（地域全体を支えるシステム） 

サテライト型施設  小規模多機能型居宅介護  
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★ポイント 
土地・建物は全て民間所有 
利用者も事業者も賃貸で利用 
ハードに対する公的資金は０円 

施設の中も、周辺の地域も両方ケア
するシステム（Swedenと同じ） 
 

いずれも地域社会の要介護者を支え
るフルタイム・定額サービス 



（厚生労働白書２３年版掲載） 



個室玄関とベランダ 





 



 



大規模集約型ケア～地域でのケアへ 

・ご利用者やご家族は 

  ・面会頻度・面会滞在時間の変化 

  ・居室からお部屋へ変化 

  ・特別養護老人ホームのイメージの変化 

  ・利用者の生活の写真の変化 

・職員は 

  ・ケアの質の変化（集団ケアから個別ケア） 

  ・行事の変化 

  ・職員教育にも影響（地域から育ててもらう） 

・その他 

  ・地域の拠点的役割（地域福祉を育てる） 

 

 



介護のフルタイムフルサービス 
＋ 

ICTの活用 
(在宅とスタッフを結ぶTV電話システム)・・・平成15年  

(関係者を結ぶタブレット)・・・平成23年・24年 
（地域を結ぶタブレット）・・・平成24年～ 

 

 
在宅医療連携拠点事業 

地域連携としの多職種間情報共有システム 



ホームヘルプ 
ステーション 

利用者からの 
呼び出し 

連絡対応 
＆ 
訪問 

サービス内容が随時
本体に 

集積される 

在宅 
ＩＴ機器活用の連絡・訪問 

活動内容報告・証明のシステム 

ＴＶ電話 

ギャラクシータブレット 

報告・証明 



TeamID： 
A1B2C3D4E5F6G7H8 

「経過観察」 

フェニックスネット（各機関の管理画面） 
登録された姓名（漢字）、姓名（カナ）、生年月日、性別の完全一致によりTeamIDが割り当てられ、連携が
有効となった事業所間では「カレンダー」「経過観察」「書類一覧」「温度板」が共有可能になります。 
（患者基本情報、ノートは共有されません） 

「カレンダー」 「書類一覧」 「温度版」 

TeamID：
A1B2C3D4E5F6G7H8 

TeamID：
A1B2C3D4E5F6G7H8 

TeamID：
A1B2C3D4E5F6G7H8 

共有情報 

後方支援システム 
（組織管理） 
・後方支援病院 
・長岡市救急隊 

診療所 

高齢者施設 訪問看護 

薬局 

他、訪問介護、居宅介護支援事業所など 



介護のフルタイムフルサービス 
＋ 

在宅医療・救急医療・精神医療との連携 
＋ 

地域づくりへの関わり 
 
 

住み慣れた地域社会での 
安心した暮らしの実現 

 
 

 


